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アジア各国輸出の伸びに鈍化の兆し

半導体価格下落等で韓国の輸出の伸び鈍化
韓国の10月の輸出額は過去最高を記録し、1

～10月累計の貿易黒字は97.6億ドルで年間目
標の100億ドル達成が視野に入ってきたが、10
月の前年比輸出増加率は15.8％増（前月27.3％）
と鈍化した（図）。主要輸出品電子電気製品の
伸びが10月に同22.8％増にとどまり、1～10月
累計の36.1％を下回ったことが主因である。8
月の同製品輸出単価は半導体価格下落等で同▲
6.7％となったが、数量は54.5％増と依然堅調
だった。ところが、10月に年初からの部品不
足に起因する仮需要の剥落による数量の伸び鈍
化に加え、価格下落の影響が本格的に顕在化し
てきたこと（全輸出物価の下落率8・9月同▲
2.3％、10月▲5.5％）の影響が大きいと見られる。
また、大宇自動車の破綻、自力再建の見込め

ない52社の強制整理、現代建設の資金繰り問
題、金融業界再編の動きや社債の大量償還問題
等で今後企業倒産発生等による一時的な失業の
増加や原油高、株価低迷によって、急回復で過
熱気味だった韓国の内需（個人消費、設備投資）
は減速に向うとみられる。内需鈍化で企業は輸
出シフトを強めると思われるが、足許の半導体
等電子電気製品の価格下落や大宇自動車破綻等
で輸出額の伸びは当面鈍化しょう。
電子電気製品は域内分業が進んでおり、アジ

ア各国の同製品の輸出数量は携帯電話、情報家
電等の普及で相応の伸びが期待出来ようが、今
後の価格の行方は半導体等の需給動向や主要輸
出先米国の景気減速動向如何であろう。
食品・繊維が底上げするタイの輸出
タイの輸出は通貨バーツ安（前年比▲11.8％）

もあり堅調な伸びで景気回復を牽引してきた
が、9月は前年比20％増（前月24.9％）と鈍化
の兆しが窺える。要因は韓国と同様主要輸出品
電子電気製品の伸び鈍化である。タイはバラン
スシート調整の遅れで内需が韓国より弱い上、

原油高の影響で自動車の国内販売が低迷してい
るため自動車の輸出シフトを図っていることや
通貨安を活かし昨年純減であった食品（バーツ
建て1～9月累計冷凍エビ前年比26.4％）、衣料
品（同17.7％）等の輸出拡大が輸出の底上げに
寄与し注目されるが、景気全体を牽引するまで
の影響力は現状小さいとみられる。
韓国、タイいずれも内需の拡大が期待薄のな

か景気を牽引してきた外需の鈍化が予想され、
各国景気の減速は避けられないであろう。

注目される中国の今後の輸出動向
中国の輸出は10月前年比25.3％増（ピーク1

月47.7％）、貿易黒字は単月で今年最高額を記
録し、内需も回復基調にあり今年1～9月の
GDP成長率8.2％に大きく寄与している。輸出
鈍化の最大の要因は電子電気製品であるが、ア
パレル等衣料品（8月前年比27.5％増、1～7月
同36.2％）や履物（9月同3.8％増、1～8月同
33.5％）等の鈍化の動きが注目される。これは
国有企業改革等産業構造の変化による部分もあ
ると思われるが、他アジア諸国通貨下落（タイ
バーツ危機後▲43.2％）により実質ドルペッグ
制を採る中国製品の価格競争力が弱まっている
面もあるとみられ、タイ等輸出競合国景気へ与
える影響の視点からも、中国の今後の輸出動向
には注目する必要があろう。 （千葉進）

図　アジア各国のドル建て輸出の推移（前年比）�
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